
私たちのねがい

 高齢化が進む中、避難所には、広域避難を「したくない人」
「できない人」「その判断ができない人」が少なくありませ
ん。避難所開設初期からＤＷＡＴ投入が必要です。

 そのため、自己完結型で活動できるＤＷＡＴチームの養成
が必要です。装備や訓練の充実を図っていきましょう。

 奥能登地域の避難所でも、ＤＷＡＴの支援は不可欠です。
各県チームが力をあわせて被災者を支え続けましょう。

災害関連死を防ぐ、ＤＷＡＴ
とは…

「地元に残りたい」 高齢者の
福祉避難所。ＤＷＡＴが提案

ＮＨＫおはよう日本
２月１５日 ７：０８〜

ＴＢＳ昼のニュース
(ひるおび)、２月１４日

ＮＨＫプラス ホームページから ＴＢＳＮＥＷＳＤＩＧから

⻑野県ふくしチーム
（ＤＷＡＴ）の活動
拠点

石川県能登町「のと海
洋ふれあいセンター」

長野県災福ネット事務局：長野県社協内 ℡０２６－２２６－１８８２

※⾚い⽻根「ボラサポ」中⻑期助成申請中

１月１日、能登半島地震により甚大な被害が発生しました。
長野県災福ネットでは、社会福祉法人佛子園とのつながりから、１月8日に石川県能登町に長野県
ふくしチーム（ＤＷＡＴ）先遣隊を派遣。同町から切実な要請を受けて本隊派遣を開始しました。
≪石川県からの要請を受けた長野県の指示による公式派遣となっている。＝１月８日から適用≫
ＤＷＡＴ各都県チームの連携をさらに深めて、できる限りの福祉支援を被災地に届け続けましょう！
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